
 

                          2021 年 8 月 24 日 

                                （解禁：同日 14 時） 

 

報道関係各位 

會澤高圧コンクリート株式会社 

 

 

研究開発型生産拠点『福島研究開発型生産拠点『福島研究開発型生産拠点『福島研究開発型生産拠点『福島 RDMRDMRDMRDM センター』センター』センター』センター』    浪江町に建設浪江町に建設浪江町に建設浪江町に建設へへへへ    

會澤高圧コンクリート、浪江町とイノベーション共創の立地協定締結會澤高圧コンクリート、浪江町とイノベーション共創の立地協定締結會澤高圧コンクリート、浪江町とイノベーション共創の立地協定締結會澤高圧コンクリート、浪江町とイノベーション共創の立地協定締結    

総工費総工費総工費総工費 30303030 億円億円億円億円    研究棟はフル研究棟はフル研究棟はフル研究棟はフル PCPCPCPC 構造構造構造構造    脱炭素化脱炭素化脱炭素化脱炭素化へへへへアクセルアクセルアクセルアクセル    

    

    

    會澤⾼圧コンクリート株式会社（本社苫⼩牧市、社⻑：會澤 祥弘）は、福島県双葉郡浪

江町の南産業団地に、研究（Research）・開発（Development）・生産（Manufacturing）の

3 機能を兼ね備えた次世代中核施設『福島 RDM センター』を建設することで浪江町と合意

し、8 月 24 日午後、同施設の⽴地と官⺠協⼒によるイノベーション共創の推進を含む包括

的な立地基本協定を締結しました。 

 

福島第一原発事故からの復興を目指す浜通り地区を舞台に、先端テクノロジーの社会実

装を進め、より高度なコンクリートマテリアル事業と持続可能社会の実現に資する産業を、

地域とともに創出することを目的としています。総工費はおよそ 30 億円。本年 11 月着工、

2023 年 4 月の操業開始を予定しています。 

 

■■■■浪江町浪江町浪江町浪江町進出の背景進出の背景進出の背景進出の背景    

    

私たちは、グループの研究機関であるアイザワ技術研究所（札幌市）での研究開発（R&D）

にとどまらず、MIT（マサチューセッツ工科大学）や Tu Delft（デルフト工科大学）など欧

米のトップ理工系大学等とのコラボレーションを通じて、伝統的な素材産業からスマート

マテリアルを基盤とするイノベーション・マーケティング集団へと、事業モデルの戦略的転

換を図っています。 

 

R&D のさらなる基盤強化と、主要な国内市場である首都圏を見据えた生産能力の増強が

課題となるなか、「福島イノベーション・コースト構想」のもと、福島水素エネルギー研究

フィールド（FH２R）や福島ロボットテストフィールド滑走路の誘致などを果敢に進めてい

る浪江町に着目。研究→開発→生産のサイクルを自社内にとどめず、地域との密接な連携を

通じて、より大きな“イノベーションの環”を形成し得る立地として浪江町が最適地であると



 

 

判断いたしました。 

 

この間、浪江町の吉⽥数博町⻑はじめ産業振興課を中心とする皆様のご指導をいただき

ながら、①研究開発施設と工場が一体となった RDM を南産業団地に建設する ②RDM の

建設に国の補助金制度「自立・帰還支援雇用創出企業立地補助金」を最大限活用する ③浪

江町と私たちの間の立地協定にイノベーション共創を盛り込む、ことなどで基本合意し、本

事業を計画して参りました。 

 

■■■■RDMRDMRDMRDM のののの施設施設施設施設概要概要概要概要    

    

RDM は現在、浪江町が造成を進めている南産業団地の 3 区画、4 区画に立地します。敷

地面積は計 46,800 ㎡で、浪江町から 50 年間の予定で賃借します。新設する建物の延床面

積は 6,400㎡。「研究開発棟」（2,211㎡）、「工場棟」（3,912㎡）、「エンジンドローン耐久試

験棟」（280㎡）のほか、屋外型の「実証フィールド」と「製品ヤード」で構成します。 

 

研究開発棟には、連続地震にも耐え得る高い靱性を持つフル PC構造を採用します。標準

化されたプレキャストコンクリートの構造部材をオンサイトで連続製造し、部材を⻑距離

移動させることなくサイト内で PC連結して建物をくみ上げる先端の建築手法で、グループ

の一級建築士事務所である ADAAC（本社東京）が、元請の大和ハウス工業株式会社ととも

に、低炭素型建築方法として実践します。 

 

工場棟には鉄骨造（S 造）を採用。30ｔクレーン 2 基、8t（5t+3t）クレーン 2 基、2.8t ク

レーン 3 基のほか、6000KN同時緊張機を導入したプレテンション設備を有し、建築部材を

含む様々なタイプのプレキャスト製品を年間約 40,000ｔ製造できるようにします。 

 

製品製造に使用する生コンは、私たちが世界で初めて量産化に成功したバクテリアの代

謝を使った自己治癒コンクリート「Basilisk」や液化 CO₂で強度増進につながるナノ結晶を

生成させセメント使用量を減らす低炭素コンクリート「Carbon Cure」を標準品として採用

する計画です。 

 

■総工費総工費総工費総工費のののの 3333 分の分の分の分の 2222 の補助金交付決定の補助金交付決定の補助金交付決定の補助金交付決定    

    

総工費は試験設備等を含めておよそ 30 億円。このうち 3分の 2 に相当する約 20 億円に

ついて、先に提出していた補助金交付申請が 8 月 11 日正式採択されたことから、自己資金

を総投資額の 3分の 1 の 10 億円に抑える形で次世代中核施設の整備を進められる運びとな

りました。 



 

 

 
（完成イメージ図） 

 

■■■■研究開発棟研究開発棟研究開発棟研究開発棟////実証フィールドの役割と実証フィールドの役割と実証フィールドの役割と実証フィールドの役割と主な主な主な主な活動領域活動領域活動領域活動領域    

    

研究開発棟は、内外の研究者やエンジニアがコラボレーションし、私たちの戦略マテリア

ルである自己治癒コンクリート等の技術を活かしながら、時代が求める新たなプロダクツ

やビジネスモデルを創出する共創の場となります。当面は、下記 6 つの研究開発領域をカ

バーする予定です。 

 

・・・・脱炭素脱炭素脱炭素脱炭素////スマートマテリアル分野スマートマテリアル分野スマートマテリアル分野スマートマテリアル分野    

    

 自己治癒コンクリート材料「Basilisk」の量産に使用する減圧超高速撹拌機を設置するほ

か、低炭素コンクリート「Carbon Cure」、廃プラの電子改質で廃プラリサイクルと脱炭素

を同時に進める改質廃プラ固定化コンクリート「MiCon Technology」など、脱炭素化時代

に不可欠なスマートマテリアルを総合的に研究実装し、カーボンニュートラルコンクリー

トの一日も早い実用化を目指します。同時に、コンクリート複合劣化促進試験装置などの実

験機器類を充実させ、自己治癒コンクリートを使った浮体式洋上風力用フローターなどの

開発などを進める計画です。 

 

・・・・コンクリート３コンクリート３コンクリート３コンクリート３DDDD プリンタープリンタープリンタープリンター分野分野分野分野    

    

 コンクリートの“印刷”を可能にするロボットアーム式のコンクリート３D プリンターに

よる連続施工方法を確立するほか、さらに自由で制約のない積層造形を追求するため、独自

開発の超大型エンジンドローンを使った「空飛ぶコンクリート 3D プリンター」を実用化し

ます。グループの産業用ドローン開発会社アラセ・アイザワ・アエロスパシアル（浜松市）



 

 

がプロトタイピング中である 100 ㌔相当の重量物を搭載して 5 時間以上飛べる産業用エン

ジンドローン「Basics」の組立や整備を行う専用ラインを設け、耐久飛行試験を行う別棟も

整備します。    

    

・・・・水素水素水素水素////再生可能エネルギー分野再生可能エネルギー分野再生可能エネルギー分野再生可能エネルギー分野    

    

 現行の 80ｍ級陸上風力タワーを PC パネル製の補助タワーで 120m クラスに嵩上げし、

発電効率をおよそ 2倍に高めるハイブリッド風力タワー工法「VT」（「風の塔」を意味する

ラテン語のイニシャル）を海外の風力メーカーと実用化し、風況の厳しい陸上エリアでの風

力事業参入に道を拓きます。 

 

こうした風力などの再エネ利用の水電解で生成した「グリーン水素」を広く安全に使用す

る環境を整えれば夢の水素社会が到来します。私たちは技術提携している米 Syzygy 

Plasmonics Inc.（ヒューストン）と組んで、水素より安全なアンモニアの状態で輸送・貯蔵

し、水電解に比べて 5 分の 1 の少ないエネルギーで燃料電池クラスの水素を製造するコン

テナモジュール型の光触媒水素リアクターを RDM に実装し、水素 SSの新たな形を提示し

ます。 

 

・・・・デジタルデジタルデジタルデジタル PCPCPCPC 建築分野建築分野建築分野建築分野    

    

PC建築において、設計から部材生産、物流、施工まで一貫したデジタル管理手法を、実

証フィールドを舞台に実用化します。私たちが提唱する SYNCWORLD（商標）は、フィジ

カル世界のデジタルツインとデジタル世界のフィジカルツインが“リアルタイムで同期”す

ることにより、人と都市、ロボット、AI が共通プラットフォームで共存できる世界。

SYNCWORLD下では、製造された PC部材も全て位置情報管理が行われ、設計との誤差の

確認、工事進捗状況の確認などを MR(複合現実)や犬型ロボットなどを駆使しながら行えま

す。 

    

・・・・防災支援防災支援防災支援防災支援////インフラメンテインフラメンテインフラメンテインフラメンテ分野分野分野分野    

    

⺠活が進む各種衛星データと⻑時間の自律航行が可能な産業用エンジンドローンを組み

合わせた個人向けの河川津波防災支援アプリ「The Guardian」を、浪江町との連携協定の下

に社会実装します。住⺠のスマホにピンポイントの⽔害情報を提供する一方、地震発生直後

には海岸線の上空映像をドローンからスマホに放送し続け、「命を守る行動」を支援する行

政サービスとして確立します。 

 



 

 

さらに液体タイプの自己治癒材をエンジンドローンで計画的に散布し、⻑⼤なコンクリ

ート系インフラの機械維持補修という新たなインフラメンテナンス分野を開拓し、インフ

ラ維持の財政負担増⼤に⻭⽌めをかけたい考えです。 

 

・・・・スマート農業スマート農業スマート農業スマート農業////陸上養殖陸上養殖陸上養殖陸上養殖分野分野分野分野    

    

 スマホで開閉を遠隔制御ができる稲作用の自動給水栓枡や、衛星データと AI画像解析技

術による生育状況補足などの自律型スマート農業を実装します。同時に、水産資源枯渇の懸

念に対し、自己治癒材を採用した大型コンクリ―トタンクによる高級魚の循環式陸上養殖

モデルを実装します。魚粉代替のプロテイン採取にブラックソルジャーフライなどのイン

セクトテックを活用、再エネ利用と併せて持続可能な陸上養殖を追求します。 

 

 

■會澤高圧コンクリートについて 

 

 1935年 4 月、北海道静内町（現新ひだか町）において會澤芳之介が創業した「會澤コン

クリート工業所」を前身とする日本最古級の総合コンクリートメーカー。プレキャスト/プ

レストレストコンクリート、レディミクストコンクリート、コンクリートパイル等を総合的

に展開する一方、Innovate・Challenge・Trust の経営理念のもと、先端テクノロジーとマテ

リアル技術の掛け算によるオープンイノベーションを新機軸として打ち出し、伝統的な素

材産業からスマートマテリアル主導のイノベーション・マーケティング集団へと DX を仕

掛けている。国内で 13 の製品工場、15の生コン工場、海外 3 工場を展開。2021 年 3 月期

の売上高（単体）は 203 億円。従業員 618名。 

 



 

 

 

（本プレスリリースのお問い合わせ先） 

 

デジタル経営本部本部⻑：⻲卦川 淳（080-2863-4118） 

アイザワ技術研究所所⻑：⻘⽊ 涼   (080-2863-4151) 

福島 RDM設⽴準備室⻑：會澤 大志 (070-4281-1088) 

 

Webサイト https://www.aizawa-group.co.jp/ 

QR コード 

 

以上 


